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【　男　　　　子　】
＜ １ 回 戦 ＞

＜ ２ 回 戦 ＞

＜ 準 決 勝 ＞

＜ 決    勝 ＞
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 ウインターカップ2018 平成30年度 第71回全国高等学校バスケットボール選手権大会　岡山県予選会

　     　　　平成30年10月27日(土)････関西高等学校(A,Bｺｰﾄ)，県立岡山南高等学校(C,Dｺｰﾄ)
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29 5 16

玉野光南 ○
13

●

27 18

岡山学芸館 78

商大附属 ○
25 22

8 31

31

44

10

13

11 33

19

5 21

16

● 岡山工業 79 98
19 27

18

13

● 商大附属 ○

26
107 商大附属

101

○
35

玉野光南 ● ●

9 19

11 28

18
○ 岡山工業 77 45

18

18

23

30

岡山操山

17

146

12

1621

●
18 18

20

18

34

関    西

6

岡山城東

11

○ 岡山学芸館 78 63
20

28

23 14 11

10
● ● 岡山朝日

14

25

24

8 45

○ 岡山工業 107 41
27 13

27

12 5

11

22 9

○

135 商大附属 ○

73 玉野光南

6

● ● 水島工業 42

13 32

17

15
○ 関    西 85 49

18

64● 理大附属 28

34

17 11 4 10

22

岡山操山 ○
27 13 6 23

4 16
東岡山工業 ●○ 岡山学芸館 92 44

25 4

倉敷青陵 57 74
4

12

12 1813

25

11 22

48● 津山工業

1514

7

9 11

46 岡山東商業

19

22
74岡山朝日 ○

25

●
43 22 14 17

12 10
倉敷工業○ 岡山工業 114 83

25 24

25 13 13 8

● ○ 岡山城東 48

21 24

23 16

倉敷古城池

13

     ①,10:00(女子決勝)　 ②,11:30(男子決勝)　



【　女 　　　子　】
＜ １ 回 戦 ＞

＜ ２ 回 戦 ＞

＜ 準 決 勝 ＞

＜ 決    勝 ＞

明誠学院

4 23

● ●

43 1

倉敷古城池 23○ 就    実 123 22
31 8

89 岡山東商業 ○
26 6 2 23

12 25
岡 山 南

16 17

23 7 5 18

● ● 興    陽 33

43 6

○ 121 61
26 36

創志学園 80 玉野光南 ○
27 8 4 24

0 26
倉敷中央

7 22

25 11 13 13

● ● 岡山学芸館 55

28 10

○ 作    陽 101 37
19 5

61 倉敷商業 ○
35 4 17 13

15 6
総    社

33 1 7 26

19 18 16 20

○ 131 25
29 6

114● ● 津 山 東 41 倉敷翠松 ○
38 6 9 32

6 31岡山大安寺
中 教 校

22 13

31 12 19 25

● ○ 創志学園 69

17 17

○ 就    実 80 49
20 5

68 玉野光南 ●
24 11 26 17

14 13
岡山東商業

27 6 17 29

19 16 7 25

○ 作    陽 101 50
29 17

○
25 10 13 23

14 19
倉敷商業 ● ● 89 倉敷翠松61

20 17 17 18

明誠学院

14 2824 12

16 19

1822

就    実 101 58
30 13

25 10

22
75 倉敷翠松 ○● 作    陽 69

17 10
○

倉敷翠松

18 15

○ 就    実 78 61
24 11

13 19
●

創志学園 ●

23 16

23



日  時 男子

会場名

8 - 31
19 - 27
25 - 22
27 - 18

審判名 副　　審

選手名 背番号 得点 3ﾎﾟｲﾝﾄ 2ﾎﾟｲﾝﾄ
ﾌﾘｰ
ｽﾛｰ ﾌｧｳﾙ 選手名 背番号 得点 3ﾎﾟｲﾝﾄ 2ﾎﾟｲﾝﾄ

ﾌﾘｰ
ｽﾛｰ ﾌｧｳﾙ

池上　武志(C) 4 12 1 3 3 3 守友　良 (C) 4 14 1 4 3 4

相澤　栄太 5 - 藤原　進伍 5 13 2 3 1 2

大森　吉貴 6 11 3 1 4 井上　成也 6 18 6 6 2

角谷　大成 7 10 1 3 1 5 小林　亮太 7 12 2 3 4

岡村　竜生 8 0 河野　彪雅 8 -

有松　隼弥 9 0 櫻木　翔 9 -

近藤　直希 10 10 4 2 3 脇　真大 10 37 2 15 1 4

青木　大聖 11 - 山田　陵汰 11 0

浅野　裕哉 12 - 吉田　圭汰 12 2 1

西本　早稀 13 0 槙尾　青葉 13 -

難波　遥希 14 - 田村　潤 14 -

小椋　大雅 15 - 森山ﾛﾊﾞｰﾄ隼太 15 0

前花　拓海 16 3 1 2 深津　章太 16 2 2 3

星島　律孔 17 - 崎濱　秀平 17 -

木岡　裕太 18 33 1 12 6 崎濱　秀太 18 -

79 7 23 12 17 98 7 32 13 19

戦  評

合   計 合   計

●　岡山工業 79 98 商大附属  ○

主　　審 岩田友幸 三村力丸，大嶋将之

笠岡総合体育館 Ｍコート 第Ⅱ試合

ウインターカップ県予選決勝

ウインターカップ2018
平成30年度 第71回全国高等学校バスケットボール選手権大会　岡山県予選会

2018年11月4日 11:30 決勝

１P 岡工⑱のドライブから試合が始まるも商大⑩のシュートブロックで守り、奪ったボールを商大④がバスケットカウントからフリースローも確実に決め商大が先制す

る。すぐさま岡工④がローポストプレイからファウルをもらい、フリースローを１本決める。しかし、岡工はその後ターンオーバーが増え、点が止まる。一方商大はス

ピードのある攻めから⑩が立て続けに点数を重ねていく。離されたくない岡工も⑥の３ポイントや⑱のドライブで流れを変えたいがなかなかシュートに結びつかない。

中盤でようやく岡工⑩がターンシュートを決め岡工3-13商大とする。しかし、終盤も商大の速攻が次々と決まり点差を広げていった。タイムアウトを取り、流れを変えた

い岡工だが、ことごとくリングに嫌われ岡工8-31商大で１P終了。

２P １の流れを切らしたくない商大はパス回しから⑤がドライブを仕掛け先制点を奪う。岡工も負けじと速い攻めから⑱がドライブをくり出しファウルをもらい点数を重

ねる。しかし、その後外からのシュートなども狙うがリングに嫌われ点数が続かない。たまらず早くも岡工は前半２回目のタイムアウトをとるも、直後の攻めをパスカット

され、商大の速攻からゴール下⑩へのパスが決まり確実に得点する。岡工も④や⑱が粘りをみせドライブから立て続けにシュートを重ねた。その直後、すぐさま商大

はタイムアウトを要求。勢いに乗りかけた岡工だったが、商大の勢いがきれることなく速攻から⑩のシュートや⑤番の３ポイントが決まる。終盤岡工もオールコートディ

フェンスなどで粘りをみせ、そこから速い展開で⑩や⑱がドライブ、⑦の３ポイントも決まり食らいつく。岡工27-58商大リードで前半を折り返す。

３P 岡工は⑱のスリーポイントで巻き返しの糸口を掴むと、⑥も引き続きスリーポイントを決める。その後もリバウンドからの④の速攻やオールコートディフェンスから

相手のターンオーバーを誘い⑦の得点に繋げるなどして勢いに乗った岡工は、開始３分で岡工41-64商大と一気に巻き返す。商大も負けじと⑯のドライブや⑩の連続

得点で応戦し、両チームとも点の取り合いの展開となる。岡工はオールコートディフェンスを続けて勢いを緩めない。残り３分となったあたりで商大のオフェンスにミス

が出始め、岡工52-72商大と岡工が20点差まで詰め寄るが、その後は得点を止めてしまう。終盤は商大が再び流れを掴み、④や⑥が１対１から得点を挙げるなどして

再びを突き放し、岡工52-80商大と28点差で３Pを終えた。
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４P ３Pの序盤に掴んだ勢いを取り戻したい岡工は、４P立ち上がりも激しいディフェンスから

④がスティールからの速攻で最初の得点を挙げると、続いて⑱も速攻からゴールを決める。

商大は岡工の激しいオールコートディフェンスに対し、⑤がドリブルでキープしながら落ち着

いて運ぶ。しかし残り７分、岡工の必死のディフェンスに苦しみ、およそ３分間得点が止ま

る。その間に岡工は⑱の連続得点などで岡工69‐86商大と点差を14点まで詰める。残り４

分、タイムアウトで落ち着きを取り戻した商大は⑥のドライブからの得点で息を吹き返すと、

⑤の巧みなパスを⑩が決めるなどチームプレーも本来の姿を取り戻した。残り２分、岡工の

オールコートディフェンスをかいくぐりながらも、ハーフコートに入るとショットクロックをうまく

消費しながら攻める商大は④のスリーポイントで岡工76‐95商大とすると、ゲーム終盤は前

から当たる岡工の裏をかくロングパスを⑫の得点に繋げるなど落ち着いたゲームを運び、

見事にウインターカップへの初出場を決めた。



日  時 女子

会場名

23 - 16
24 - 11
13 - 19
18 - 15

審判名 副　　審

選手名 背番号 得点 3ﾎﾟｲﾝﾄ 2ﾎﾟｲﾝﾄ
ﾌﾘｰ
ｽﾛｰ ﾌｧｳﾙ 選手名 背番号 得点 3ﾎﾟｲﾝﾄ 2ﾎﾟｲﾝﾄ

ﾌﾘｰ
ｽﾛｰ ﾌｧｳﾙ

小坂　幸羽(C) 4 5 1 1 3 角場　沙綾(C) 4 4 2 3

山中　茜音 5 - 福山　怜実 5 23 10 3 1

井上　玲菜 6 5 2 1 3 元林　沙月 6 2 1 3

平井　日奈子 7 - 梅澤　実佑 7 2 1 3

岩谷　樹 8 - 高橋　実優 8 12 2 2 2 2

中矢　愛乃 9 - 信岡　実咲 9 0

岡村　季保 10 22 9 4 1 妹尾　樹里 10 0 2

松尾　梨央 11 19 7 5 1 平野　愛 11 0

川崎　莉緒 12 0 1 三島　瀬理海 12 1 1 1

東　　小梅 13 - 下橋　永奈 13 -

島田　光理 14 27 3 7 4 2 原田　亜未 14 17 1 6 2 2

長尾　優里衣 15 - 大谷　玲未 15 -

古川　裕理 16 - 中尾　心咲 16 0

佐藤　愛莉 17 - 産賀　菜名 17 -

若狭　朱理 18 - 山本　明依 18 -

78 4 26 14 11 61 3 22 8 17

戦  評

笠岡総合体育館 Ｍコート 第Ⅰ試合

ウインターカップ県予選決勝

ウインターカップ2018
平成30年度 第71回全国高等学校バスケットボール選手権大会　岡山県予選会

2018年11月4日 10:00 決勝

柏木琢磨，岸本祥也

合   計 合   計

○  就　　実 78 61 倉敷翠松  ●

主　　審 前花直哉

女子決勝は就実対倉敷翠松の県総体と同じ対戦となった。

１Ｐ 両チームともマンツーマンディフェンスで素早いチェックを見せ、開始１分は無得点だったが、翠松が一瞬の隙を突き、⑤のインサイドで先制し、立て

続けに⑭のドライブでリードを奪う。就実は翠松の守りに苦しむも、⑩の得点で互角の立ち上がりを見せる。その後、翠松は⑤の高さを生かしたオフェン

ス、就実は⑩、⑭らの鋭いドライブで得点を重ねていく。残り４分、就実7‐10翠松タイムアウトの後、就実の追い上げが始まる。就実は⑪のジャンプシュー

トを皮切りに⑭がリバウンド、３ポイントと連続得点、残り２分、⑪のフリースローで逆転に成功する。その後も⑭が３ポイント、⑩のドライブからの得点で就

実がリードを広げ、就実23‐16翠松で１Ｐ終了。

２Ｐ 就実⑭のジャンプシュートでスタート。翠松も立ち上がり⑧の３ポイントを含む8得点で追い上げを図るものの、就実は厳しいチェックから速いボール

運びで、⑭、⑪を中心に確実に得点に結びつけ、リードを広げていく。残り５分、就実38‐25翠松となったところで、翠松のタイムアウト。その後、翠松⑭がリ

バウンドからシュートを決めるが、それ以降は就実の堅い守りに得点することができず、一方就実は⑥が攻守ともインサイドで頑張りを見せ、翠松の高さ

に対抗し、じわじわと点差を広げる。残り２分からは翠松のファウルが重なり、得たフリースローから就実⑭、⑩、⑪らが得点し、リードをさらに広げ、就実

47‐27翠松で前半終了。

３Ｐ 翠松ボールでゲームはスタート。前半同様マンツーマンでゲームは進む。開始直後、翠松は何度もシュートを放つがなかなか決まらない。一方、就

実は⑦のレイアップや⑩のジャンプシュートやゴール下、⑤のジャンプシュートで得点を重ねていく。だが、次第にペースを掴み始めた翠松は⑭のゴール

下や⑥がリバウンドからのシュートでファウルをもらいバスケットカウント決める。その後もインサイドからのパスを受けて⑭の３ポイントやゴール下の１対

１を⑤がねじ込みくらいついていき、点差を縮め、就実60‐46翠松で３Ｐ終了。
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４Ｐ 立ち上がり、就実⑩スティールからの速攻で、翠松のファウルを誘い、

落ち着いてフリースローを決める。その後、就実⑪のレイアップや翠松⑥の

ジャンプシュートで両チーム得点を重ねていくが、お互いにターンオーバー

が増える。その中で、翠松は⑭を中心にスピード感あるオフェンスで１０点差

まで詰め寄る。就実④がファウルをした残り５分で翠松がタイムアウト。その

後、就実は④、⑩、⑭が確実にシュートを決めて追い上げを許さず、残り３

分、後半２回目のタイムアウト。翠松は前からプレッシャーをかけ、外角の

シュートを狙うが得点には結びつかない。リバウンドを確実にとった就実は

⑪、⑩が落ち着いて得点を決めていく。翠松は⑧が３ポイントを決め最後の

意地を見せたが、就実78‐61で就実が勝利し、６年連続２２回目のウインター

カップ出場を決めた。

*


